
6．衛生システムシミュレーションを
体験しよう



6.1 節水計算をしてみよう

①「ファイル」→「開く」を選ぶ

②物件ファイル選択画面で、「参
照」ボタンを押して「6.1.zip」を

選択

③「実行」ボタンを押す

①

②

(1)サンプルデータを開く

(2)テンプレート衛生設備データを開きます。

②

③

②テンプレート衛生設備のフォルダを開くと各衛生機器のモジュール
が表示されます。
このテンプレートでは、次頁に示すような高置水槽を持つ２系統給水
方式となっています。
③次に「tmPLE 衛生器具仕様（雑用水分離）20090101」を開き
ます。
（次頁の（３）に続きます。）

高置水槽を持つ２系統給水方式のサンプル例題を用いて、節水計算を行います。

④ワークスペースの「設備」画面を表示し、さらに「基準階」のフォルダー内にテンプレート衛生設備のデータ
があることを確認しましょう。

④

①テンプレート衛生設備のフォル
ダをダブルクリックすると下記の
画面が出ますが、そのまま「了
解」ボタンを押して下さい。

①

③

6-1-1



※サンプルテンプレート衛生設備データデータのシステム図

(３)サンプルデータで、給水負荷を算定するための諸条件を設定します。
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このモジュールでは給水負荷を算定するための諸条件を入力します。サンプルでは一般的なオフィスの負荷パ
ターンがデフォルトで入っています。人数や衛生器具の吐水量を変えることが出来ます。

①サンプルデータでは男子人数400人、女子人数200人となっているので、収容人員（建物規模）に応じて、
変えることが出来ます。
②サンプルデータでは大便器、小便器、洗面器の標準的な1回あたりの吐水量が入力されています。節水型の大
便器、小便器、洗面器の1回あたりの吐水量を入力することで節水計算が出来ます。

③④は次々頁の「(６) 計算中にグラフ表示をしてみます。」で解説します。

⑤入力値がこれで良ければ「了解」ボタンを押して、「ファイルを更新します。」で「はい(Y)」を押します。

①

②

③

④

⑤
⑤
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(４)サンプルデータで、計算期間を設定して、給水負荷計算をします。

①

①「計算実行」→「シミュレー
ション実行」を選びます。
②シミュレーション実行画面で、
計算順序として、「デフォルト計
算順序」を選択します。
③「了解」ボタンを押して計算を
実行させます。
④計算が終了すると下記画面が表
示されます。「集計処理を開始し
ますか？」で「はい」を押します。

②

③

(５)サンプルデータで、計算実行をして、給水負荷計算をします。

①

②

③

④

①「共通」フォルダの「計算範
囲」フォルダ⇒「計算範囲」をク
リックすると、左下の画面が出て
来ます。

②計算開始と計算終了日を入力し
ます。（ここでは西暦の入力は不
要です）なお助走計算は「衛生計
算」には関係しません。

③最小時間間隔を分単位で入力し
ます。ここでは１０分となってい
ますが、５分や60分等変えて計算
することが出来ます。時間間隔が
長いと計算に要する時間は短くな
ります。

④設定が良ければ「了解」ボタン
を押し、「ファイルを更新しま
す。」で、「はい(Y)」を押します。

④

④
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(６) 計算中にグラフ表示をしてみます。

計算状態を確認するため
（３）の図の③でクリッ
クすると計算中にグラフ
が表示することが出来ま
す。
（注意！計算中に表示す
るモジュール毎のグラフ
が多いとメモリオーバー
で計算が途中で終了して
しまいます。１～２枚程
度としましょう。）

（３）の図の④でクリッ
クすると計算結果が保管
され、後でCSVファイル
やグラフ表示が出来ます。

①は上水と、雑用水の合
計給水負荷変動を示して
います。

②は各用途別の合計給水
負荷変動を示しています。

③は温水洗浄便座やハン
ドドライヤー等衛生器具
による消費電力を示して
います。

①

②

③

(７) 計算結果をグラフ表示します。

①

①「結果出力」をプルダウ
ンして「結果グラフ出力」
をクリックすると下記の画
面が表示されます。
②「best result U.csv」を
選択し、「読込」を押しま
す。
③「衛生器具」と記載し、
「絞込」を押すと④のデー
タ選択にデータ一覧が表示
されます。
④「女子大便器」「女子洗
面器」「男子大便器」「男
子小便器」「男子洗面器」
を選択します。「Ctrl」
キーを押しながら選ぶと複
数同時に選択出来ます。
「選択終了」を押します。
⑤取得したデータの「項目
指標」をプルダウンして
データを選択します。
「データ取得」を押します
⑥さらにグラフ表示する
「項目指標」をプルダウン
して」チェックマークを選
択して、「グラフ表示」を
押します。

②

③

④

⑤ ⑥
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※1

※1 各衛生器具仕様から給水負荷を算定するモジュールを示します。
※2    現在一定値ですが、将来的には水温等も表示することを検討中です。

※2



(８) 計算結果をＣＳＶファイルに貼り付けます。

①

①「結果出力」をプルダウ
ンして「結果表示」をク
リックすると左の画面が表
示されます。左側の「結果
ファイル」にCSV表示され
る一覧が記載されています。

②は「best result U.csv」
を選択した場合のものです。
※「result U」は計算時間
間隔の結果、「result D」
は１日単位での計算結果で
す。マウスでコピーしたい
範囲を指定して、EXCELに
コピーすればそのまま貼付
けが出来ます。

(７) のつづき

①左のようなグラフが表示
されます。

②マウスでグラフを範囲す
るとその部分だけ拡大した
グラフを見るこが出来ます。

①②

②

②

(解説）
1)凡例：
・入口質量流量⇒上水(洗面・パントリー）の水量(g/sec）を示します。
・入口２質量流量⇒雑用水(大便器・小便器）の水量(g/sec）を示します。

2)単位（流量）：
・「result U」ではg/sec、 「result D」ではL/secです。
・1日使用水量として合計したい場合には、計算時間が10分「result U」では×60(h/min）×10（min）／1000＝（L/日） 、
「result D」で×24（日/h)×60(h/min）×60(min/sec）＝（L/日）と換算します。

●自宅で出来る応用問題
1)男子人数、女子人数を変えてみて、給水負荷がどのように変わるかを見てみよう。

（ヒント！（３）（７）参照）
2)器具・仕様を変え、節水器具を使うと、給水負荷がどのように変わるかを日使用水量で検証してみよう。

（ヒント！（３）（８）の解説参照）

6-1-5



■貯留槽■

雨水貯留水槽容量

6.2 雨水利用計算をしてみよう

(1)サンプルデータを開く
(2)テンプレート衛生設備データを開きます。
までは「6.1節水計算をしてみよう」と同じです。

高置水槽を持つ２系統給水方式のサンプル例題を用いて、雨水利用計算を行います。

(３)サンプルデータで、雨水利用計算をするための雨水貯留槽の諸条件を設定します。

このモジュールでは雨水貯留槽に関するさまざまな諸元を設定することが出来ます。
①サンプルデータでは雨水貯留槽容量が20m3となっています。規模に応じて設定することが出来ます。
②貯めた雨水を雑用水受水槽へ送水するときの水位設定をすることが出来ます。

サンプルデータでは、貯留槽が満水(100%）になったら雨水が送水され、水量が20%になるまで送水 を
し続けポンプが停止します。この制御動作を繰り返します。
③雨水貯留槽から雑用水受水槽への送水ポンプの水量や消費電力を設定することが出来ます。

②

③

(４)サンプルデータで、その他変えられる諸条件を紹介します。

このモジュールでは雨水の集水面積を設定することが出来ます。
①サンプルデータでは集水面積1,000㎡、有効面積率が90%となっています。

1,000㎡×0.9 = 900㎡で雨水を集水します。

①
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受水槽容量①

②

このモジュールでは雑用水受水槽に関するさまざまな諸元を設定することが出来ます。
①サンプルデータでは貯水槽20m3となっています。規模に応じて設定することが出来ます。
②雑用水受水槽に対して、上水補給水、雨水補給水の停止、開始水位を設定することが出来ます。

サンプルデータでは以下のような設定となっています。

▼雨水補給停止80%
▼上水補給停止70%

▲上水補給開始30%
▲雨水補給開始20%

雨水貯水槽20m3

(５)サンプルデータで、給水負荷計算をします。

「6.1節水計算をしてみよう」（４）（５）と同じ手順です。
ここでは、以下のモジュールの「記録を有効とする」のところにチェッ
クをして記録を残します。
・雨水貯留槽ユニット・衛生器具仕様（雑用水分離）
・雑用水系統受水槽（入口２系統）・上水系統受水槽

(６) 計算中にグラフ表示をしてみます。

計算状態を確認するため6.1
の節水計算の（３）の図の③
と同様に、「グラフを表示す
る」をクリックすると計算中
にグラフが表示することが出
来ます。

6.1の節水計算の（３）の図
の④と同様に、「記録を有効
とする」をクリックすると計
算結果が保管され、後でCSV
ファイルやグラフ表示が出来
ます。

①は雨水貯留槽からの雨水、
上水の流入の状態、雑用水受
水槽から雑用水の送り出しの
状態を流量で示しています。
（入口質量流量：上水の補給、
入口２質量流量：雨水の補給、
出口質量流量：雑用水の送り
出し）

②は雑用水受水槽内の「保有
水量」の水位変動状態を示し
ています。

①

②

(４)のつづき
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(７) 計算結果をグラフ表示します。

「6.1節水計算をしてみよう」（７）と同じ手順です。
以下と同じグラフを表示してみましょう。

①このグラフは、雨水集水面（屋根等）において、集水した雨水が雨水貯留槽へ流入する流量を示していま
す。計算時刻別の瞬時値であるため積算集水量ではありません。（単位はg/sec)
②このグラフは、雨水貯留槽ユニットにおいて、貯水された雨水(雑用水）の貯水量の累積値を示します。
20m3まで貯まったところで、雑用水受水槽へ送水されます。 （単位はg)
③このグラフは、雑用水受水槽において、受水槽への上水補給(受水槽入口質量流量）、雨水補給(受水槽入
口2質量流量）の流量、受水槽から雑用水高置水槽への流量（受水槽出口質量流量）を示します。
（単位はg/sec）
④このグラフは、上水受水槽において、受水槽への上水補給(受水槽入口質量流量） 、受水槽から上水高置
水槽への流量(受水槽出口質量流量）を示します。 （単位はg/sec）

その他いろいろなグラフを作成することが出来るのでお試し下さい。また、計算結果をCSVやEXCELに保
存する方法は、「6.1節水計算をしてみよう～(８) 計算結果をＣＳＶファイルに貼り付けます。」をご覧下
さい。

①

②

③

④

●自宅で出来る応用問題
1) 集水面積を変えると結果が、どのように変わるかを見てみよう。例えば、現実的ではないかもしれませ

んが、10,000㎡に変えると動きの変化がよく分かります。
（ヒント！（４）参照）

2) 雨水貯留槽を変えると結果が、どのように変わるかを見てみよう。
（ヒント！（４）参照）

３）計算期間を1/1～12/31とし計算時間間隔を1時間として年間計算をしてみよう。
（ヒント！「6.1節水計算をしてみよう～(４) 
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付録6.1 雨水利用計算

■INPUT

サンプルデータをベースに雨水貯留槽の容量や雑用水受水槽の水位設定を変えることで、雨水利用量の変化
を知ることが出来、年間集計をすることで雨水利用率等の算出が出来ます。
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■OUTPUT
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■基本ケース ■制御変更ケース②

▼雨水補給停止20m3

▼上水補給停止14m3

▼雨水補給開始10m3

▼上水補給開始6m3

□雨水貯留槽のシミュレーション

□水槽水位制御のシミュレーション

貯留槽容量を変えながら雨水利用率
が最大となる水槽容量を検討します。

衛生テンプレートとして用意している
システムは、下記の典型的な上水と雑用
水による２系統給水システムです。

雑用水受水槽の水位設定を変えること
で上水や雨水補給の適正化を図れます。
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